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新年会新年会

　

今
年
１
月
に
東

京
電
力
柏
崎
刈
羽

原
子
力
発
電
所
６

号
機
が
再
稼
働
し

た
。
東
京
電
力
で

は
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
爆
発

事
故
以
来
、
実
に
約
１５
年
ぶ
り

で
あ
る
。
福
島
の
事
故
で
は
大

量
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ

れ
、
約
１５
年
経
っ
た
現
在
で
も
、

故
郷
に
戻
れ
な
い
住
民
が
２
万

人
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

東
京
電
力
で
は
福
島
の
事
故
以

来
、
誓
っ
た
７
項
目
の
約
束
が

あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
、

「
安
全
性
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

経
済
性
を
優
先
し
な
い
」
と
い

う
項
目
が
あ
る
▼
福
島
で
の
事

故
で
は
賠
償
だ
け
で
な
く
、
廃

炉
や
除
染
な
ど
で
約
１７
兆
円
と

い
う
莫
大
な
費
用
負
担
を
抱
え

て
い
る
。
既
設
原
発
を
稼
働
せ

ず
に
眠
ら
せ
て
お
け
ば
、
固
定

費
が
重
く
の
し
か
か
る
し
、
廃

炉
す
れ
ば
更
に
膨
大
な
費
用
が

か
か
る
。
東
京
電
力
に
と
っ
て

は
、
原
発
の
再
稼
働
と
い
う
の

は
収
益
改
善
に
向
け
た
頼
み
の

綱
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
後
押

し
し
て
い
る
の
が
、
２５
年
２
月

に
政
府
が
閣
議
決
定
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
う
ち
、

「

既
設
原
発
の
最
大
限
の
活

用
」
で
あ
る
▼
柏
崎
刈
羽
原
発

で
は
、
以
前
に
６
・
７
号
機
の

厳
し
い
適
格
性
審
査
に
合
格
し

た
後
、
所
員
が
他
人
の
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
を
使
っ
て
制
御
室
に
不
正

入
室
を
し
、
ま
た
、
不
正
入
室

を
検
知
す
る
機
器
の
故
障
を
放

置
し
て
お
り
、
重
大
な
テ
ロ
対

策
の
不
備
が
発
覚
し
た
▼
「
安

全
性
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
経
済

性
を
優
先
し
な
い
」
と
い
う
東

京
電
力
の
約
束
を
、
国
民
は
し

っ
か
り
見
張
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
Ｔ
）

な
顔
ぶ
れ
が
登
壇
し
た
。

　

横
浜
市
医
師
会
の
赤
羽
重
樹

副
会
長
は
協
会
へ
の
謝
辞
を
述

べ
、
医
師
会
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
主
に
高
齢
者
医
療

や
、
花
博
の
熱
中
症
対
策
、
休

日
急
患
／
夜
間
診
療
所
等
の
運

営
に
必
要
な
医
療
資
源
・
医
療

人
材
の
確
保
を
挙
げ
た
。
ま
た
、

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
は
情

報
連
携
も
必
要
で
あ
る
と
し
、

災
害
時
に
診
療
可
能
な
医
療
機

関
や
薬
局
の
情
報
を
閲
覧
で
き

る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発

中
だ
と
紹
介
し
た
。

　

横
浜
市
歯
科
医
師
会
の
佐
藤

信
二
会
長
は
、
市
の
歯
科
医
師

会
が
行
う
障
害
児
者
へ
の
全
身

麻
酔
歯
科
治
療
の
取
り
組
み
を

紹
介
。
治
療
に
は
多
く
の
マ
ン

パ
ワ
ー
と
時
間
が
か
か
り
、
予

約
が
半
年
待
ち
の
状
況
を
憂
え

　

国
の
総
合
経
済
対
策
に
対
応

す
る
県
の
２
０
２
５
年
度
補
正

予
算
案
が
昨
年
成
立
。
医
療
分

野
で
は
、
医
療
・
介
護
等
支
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
賃
上
げ
・
物
価

上
昇
支
援
５１
億
円
や
、
光
熱
水

費
支
援
の
１９
億
円
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
神
奈
川

県
は
申
請
の
あ
っ
た
医
科
歯
科

の
診
療
所
お
よ
び
病
院
等
に
、

３
つ
の
支
援
金
―
【
Ａ
】
物
価

高
騰
対
応
支
援
金
、【
Ｂ
】
診

療
所
等
物
価
支
援
金
、【
Ｃ
】

診
療
所
等
賃
上
支
援
金
―
の
支

給
を
行
う
（
２
月
６
日
時
点
。

な
お
、
病
院
向
け
物
価
・
賃
上

げ
支
援
は
国
が
実
施
）。

　

県
の
申
請
受
付
は
、
電
子
申

請
が
２
月
下
旬
か
ら
、
郵
送
申

請
が
４
月
中
旬
か
ら
受
付
予

定
。
１
回
の
申
請
で
前
述
の
支

援
金
を
同
時
に
受
け
付
け
る
。

な
お
、
病
院
向
け
物
価
・
賃
上

支
援
は
、
厚
生
労
働
省
「
病
院

賃
上
げ
支
援
事
業
・
病
院
物
価

た
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
障
害
児
者
も

含
め
す
べ
て
の
人
が
い
つ
で
も

歯
科
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
と
結
ん
だ
。

　

横
須
賀
市
医
師
会
の
髙
宮
光

会
長
は
診
療
報
酬
改
定
率
に
つ

い
て
、
財
務
省
か
ら
当
初
聞
か

さ
れ
て
い
た
数
字
は
わ
ず
か

０
・
５５
％
で
あ
っ
た
と
し
て
、

要
望
し
て
い
た
１０
％
に
は
程
遠

い
も
の
の
、
３
・
０９
％
の
プ
ラ

ス
と
い
う
結
果
に
安
堵
の
表
情

を
見
せ
た
。
ま
た
、
６０
年
前
に

は
迷
信
に
よ
り
出
生
率
が
大
き

く
下
が
っ
た
が
、「
丙
午
」
に

は
「
積
極
的
」
と
い
っ
た
プ
ラ

ス
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
と
し
、

実
り
の
多
い
年
に
し
た
い
と
語

っ
た
。

　

小
田
原
医
師
会
の
武
井
和
夫

副
会
長
は
、
協
会
学
術
部
と
の

関
係
に
つ
い
て
言
及
。
管
轄
地

区
の
箱
根
町
や
真
鶴
町
等
は
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
し
、
多

職
種
連
携
の
重
要
性
を
訴
え

た
。
地
域
医
療
を
「
面
で
支
え

る
」
た
め
に
も
、
協
会
と
一
層

い
と
し
た
。

　

牧
山
弘
惠
議
員
（
参
・
立
憲
）

は
昨
年
行
っ
た
「
シ
リ
ー
ズ
時

局
講
演
会
」
に
言
及
。
協
会
か

ら
は
そ
の
時
々
に
合
っ
た
情
報

提
供
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
定
期
的
に
懇
談
を
行
い
た
い

と
し
た
。
迫
る
衆
院
選
に
つ
い

て
は
、
公
明
党
と
の
新
連
合
結

成
に
よ
り
複
雑
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
が
同
党
の
仲
間
を
応
援

し
た
い
と
語
っ
た
。

＊
肩
書
は
１
月
２０
日
時
点
。

力
を
合
わ
せ
た
い
と
し
た
。

　

郡
市
区
医
師
会
・
医
療
関
係

団
体
か
ら
は
横
浜
市
青
葉
区
医

師
会
の
山
本
俊
夫
会
長
、
横
浜

市
旭
区
医
師
会
の
岡
田
孝
弘
会

長
、
横
浜
市
泉
区
医
師
会
の
渡

邉
豊
彦
会
長
、
横
浜
市
金
沢
区

医
師
会
の
河
合
敏
会
長
、
横
浜

市
港
南
区
医
師
会
の
木
村
剛
爾

副
会
長
、
横
浜
市
港
北
区
医
師

会
の
鈴
木
悦
朗
会
長
、
横
浜
市

栄
区
医
師
会
の
木
村
貴
純
副
会

長
、
横
浜
市
都
筑
区
医
師
会
の

深
澤
立
会
長
、
横
浜
市
中
区
医

師
会
の
秋
山
修
一
会
長
、
横
浜

市
南
区
医
師
会
の
菊
地
紫
津
子

副
会
長
、
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区

歯
科
医
師
会
の
嶺
岸
克
彦
会

長
、
神
奈
川
県
民
主
医
療
機
関

連
合
会
の
野
末
浩
之
会
長
、
神

奈
川
県
精
神
神
経
科
診
療
所
協

会
の
赤
塚
英
則
会
長
が
挨
拶
。

日
常
診
療
の
実
感
や
医
療
界
の

結
束
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

医
療
界
の
問
題
点

金
パ
ラ
に
も
言
及

　

鏡
割
り
と
鵜
養
監
事
の
音
頭

で
乾
杯
。
国
会
議
員
２
名
が
駆

け
付
け
、
祝
意
を
述
べ
た
。

　

山
崎
誠
議
員
（
衆
・
中
道
）は
、

「
（
自
分
は
）
医
療
の
専
門
で
は

な
か
っ
た
が
、
協
会
と
の
懇
談

で
マ
イ
ナ
保
険
証
の
期
限
切
れ

や
ト
ラ
ブ
ル
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
外
し
、
金
パ
ラ
の
価
格

高
騰
等
の
何
が
問
題
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
」
と
協
会

へ
の
謝
辞
を
述
べ
、
さ
ら
に
医

療
現
場
の
声
を
届
け
て
い
き
た

▲▲ 

（
左
か
ら
）
横
須
賀
市
医
師
会
の
髙
宮
光
会
長
、
横
浜
市
医
師
会
の
赤
羽
重
樹
副

（
左
か
ら
）
横
須
賀
市
医
師
会
の
髙
宮
光
会
長
、
横
浜
市
医
師
会
の
赤
羽
重
樹
副

会
長
、
田
辺
理
事
長
、
横
浜
市
歯
科
医
師
会
の
佐
藤
信
二

会
長
、
田
辺
理
事
長
、
横
浜
市
歯
科
医
師
会
の
佐
藤
信
二
会
長
、

会
長
、
小
田
原
医
師
会

小
田
原
医
師
会

の
武
井
和
夫
副
会
長

の
武
井
和
夫
副
会
長

医
療
分
野
の
支
援
金
３
種

賃
上
支
援
金
は
ベ
ア
評
価
料
の
届
出
前
提

無
床
診
は
最
大
３５
万
円

乾
杯
の
音
頭
は
鵜
養
監
事

乾
杯
の
音
頭
は
鵜
養
監
事

支
援
事
業
申
請
シ
ス
テ
ム
」
に

事
前
登
録
の
上
、
５
月
３１
日
ま

で
の
電
子
申
請
と
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
は
以
下
の

通
り
。【
Ａ
】▽
無
床
診
療
所

：

３
万
円
／
施
設
、
▽
病
院
・
有

床
診
療
所

：

１
・
５
万
円
／

床
（
特
別
高
圧
受
電
者
は
１
・

６
万
円
／
床
）
で
、
本
年
１
月

～
３
月
分
と
し
て
支
援
す
る
。

【
Ｂ
】
▽
無
床
診
療
所

：

物
価

　

賃
上
支
援
金
は
、
２６
年
６
月

以
前
の
半
年
分
（
２５
年
１２
月
～

２６
年
５
月
分
）
の
賃
金
改
善
に

要
す
る
経
費
に
対
す
る
も
の

で
、
６
月
か
ら
は
診
療
報
酬
改

定
に
合
わ
せ
た
賃
上
げ
が
前
提

と
な
る
。

　

そ
の
た
め
申
請
に
際
し
、
診

療
所
は
２６
年
３
月
１
日
時
点
で

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
※

（
以

下
ベ
ア
評
価
料
）
を
関
東
信
越

厚
生
局
神
奈
川
事
務
所
に
届
け

出
る
必
要
が
あ
る
（
病
院
は
同

年
２
月
１
日
時
点
）。
な
お
、

院
長
と
事
務
職
員
の
み
等
で
現

行
の
ベ
ア
評
価
料
が
届
出
不
可

能
な
場
合
は
、
２６
年
６
月
１
日

時
点
で
改
定
後
の
ベ
ア
評
価
料

の
届
出
を
誓
約
す
る
場
合
に
限

り
、
申
請
で
き
る
。

　

支
援
金
の
対
象
職
員
は
医
療

機
関
の
開
設
者
と
労
働
契
約
を

締
結
し
て
い
る
者
で
、
非
常
勤

も
含
ま
れ
る
。
診
療
所
の
管
理

１７
万
円
／
施
設
、
▽
有
床
診
療

所

：

物
価
１
・
３
万
円
／
床
。

【
Ｃ
】
▽
無
床
診
療
所

：

賃
上

げ
１５
万
円
／
施
設
、
▽
有
床
診

療
所

：

賃
上
げ
７
・
２
万
円

／
床
。
こ
の
ほ
か
、
国
の
病
院

向
け
物
価
・
賃
上
支
援
は
、
物

価
１１
・
１
万
円
／
床
（
救
急
等

対
応
病
院
の
加
算
あ
り
）、
賃

上
げ
８
・
４
万
円
／
床
。

者（
院
長
）や
病
院
長
、
法
人
理

事
長
、個
人
事
業
主
は
対
象
外
。

　

支
援
金
を
用
い
た
１２
月
～
翌

５
月
ま
で
の
間
の
賃
金
改
善

は
、
①
全
期
間
で
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
実
施
、
ま
た
は
、
②
２６
年
３

月
ま
で
に
４
カ
月
分
の
一
時

金
・
特
別
手
当
を
支
給
し
た
上

で
、
４
～
５
月
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
実
施
―
の
い
ず
れ
か
が
想
定

さ
れ
る
。
今
後
、
８
月
頃
に
給

付
金
を
用
い
た
賃
金
改
善
の
結

果
報
告
が
求
め
ら
れ
る
。

　

県
及
び
厚
生
労
働
省
は
特
設

サ
イ
ト
を
開
設
し
た
（
各
左
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
。
具
体
的
な
申

請
は
前
述
の
サ
イ
ト
を
参
照
さ

れ
た
い
。

※
外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
（
Ⅰ
）、
歯
科
外
来
・

在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
、
入
院
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
（
医
科
）、
入
院
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
（
歯
科
）

の
い
ず
れ
か
。

　

協
会
は
１
月
２０
日
、
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ
で
新
年

会
を
開
催
。
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
国
会
議
員
な
ど
の
来
賓
９４
名
、
会
員

２３
名
、
役
員
１８
名
ら
、
計
１
６
５
名
が
参
加
し
た
。　

（
来
賓
一
覧
８
面
）
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田
辺
理
事
長
は
新
年
の
挨
拶

に
て
、
２
０
２
６
年
度
診
療
報

酬
の
改
定
率
は
プ
ラ
ス
で
あ
る

も
の
の
、
こ
の
間
の
物
価
・
人

件
費
等
の
上
昇
に
は
足
り
て
い

な
い
と
評
価
。
さ
ら
に
二
段
階

改
定
で
あ
り
、
２７
年
度
分
は
加

減
算
調
整
さ
れ
る
た
め
、
来
年

度
の
プ
ラ
ス
は
保
証
さ
れ
て
い

な
い
と
の
懸
念
を
示
し
た
。
ま

た
、
使
途
が
細
か
く
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
も
言
及
。
他
業

種
が
大
幅
な
賃
上
げ
を
行
う

も
、
物
価
高
騰
に
よ
り
実
質
賃

金
は
連
続
し
て
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
て
お
り
、
医
療
界
で
は
さ
ら

に
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
だ

ろ
う
と
指
摘
し
た
。
地
域
医
療

を
支
え
る
た
め
に
、
医
療
費
総

枠
拡
大
の
必
要
性
を
今
年
も
訴

え
て
い
く
と
し
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
様
々

神奈川県神奈川県 厚労省厚労省 協会会員ページ協会会員ページ
（ベア届出解説）（ベア届出解説）

各サイトをご参照ください。各サイトをご参照ください。



〈表１〉基礎控除の変更点

納税者本人の
合計所得金額

控除額
令和6年分
以前

令和7年分・
8年分

令和9年分
以後

　132万円以下

48万円

95万円 95万円
　132万円超　336万円以下 88万円

58万円　336万円超　489万円以下 68万円
　489万円超　655万円以下 63万円
　655万円超2,350万円以下 58万円
2,350万円超2,400万円以下 48万円 48万円
2,400万円超2,450万円以下 32万円 32万円 32万円
2,450 万円超2,500万円以下 16万円 16万円 16万円
2,500万円超 0円 0円 0円

〈表２〉特定親族扶養控除
特定親族の合計所得金額 控除額
58万円超  85万円以下 63万円
85万円超  90万円以下 61万円
90万円超  95万円以下 51万円
95万円超100万円以下 41万円
100万円超105万円以下 31万円
105万円超110万円以下 21万円
110万円超115万円以下 11万円
115万円超120万円以下 6万円
120万円超123万円以下 3万円

※ 確定申告書の記載例は、テキスト「保険医の
経営と税務2026年版」（1,500円）に掲載し
ております。ご入用の方は税対経営部までご
連絡ください【℡：045-313-2111】。

　

早
い
も
の
で
今
年
も
確
定
申

告
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
回
の
確
定
申
告
の
変
更

点
な
ど
を
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
回
は
大
き
な
変
更

が
あ
り
ま
す
。「
年
収
の
壁
を

引
き
上
げ
る
」
と
し
て
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
ご
存
じ
の
方

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
具

体
的
に
は
、
給
与
所
得
控
除
、

基
礎
控
除
、
扶
養
控
除
、
配
偶

者
控
除
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

特
定
親
族
特
別
控
除
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

１
．
給
与
所
得
控
除

　

給
与
収
入
か
ら
収
入
に
応
じ

て
一
定
額
が
控
除
さ
れ
る
も
の

で
す
。
こ
の
最
低
額
が
55
万
円

か
ら
65
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

２
．
基
礎
控
除

表
１
の
よ
う
に
変
更
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
分
の
確
定
申
告
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
税

理
士
の
平
田
由
紀
子
氏
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　共済部は1月14日、共済セミナー「ドク
ターとして、最低限知っておきたいお金の知
識―2026年―」を協会会議室とWEBライ
ブ配信併用で開催。講師には東京海上日動
あんしん生命保険㈱横浜支社・エグゼクティ
ブライフパートナーロイヤルメンバーの石
原香介氏を招き、53名の参加があった。
　講演では協会のウリである「保険医年金」、「所得補償保険」
といった共済制度の案内とともに、講師からは医療法人化や相
続・事業継承対策をはじめ、“時間”と“金利”を味方につけた生
命保険・金融商品の活用法について提案があった。
　当講演は昨年7月にも開催しており、好評を得たことから再
開催。今回も会員特典であ
る個別相談に多くの申込み
が寄せられた。

ドクター必見ドクター必見
知っておきたいお金の知識知っておきたいお金の知識

好評につき再開催好評につき再開催

講師の石原氏

　

歯
科
研
究
部
は
１
月
８
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
実
践
『
効

果
の
あ
が
る
』
ス
プ
リ
ン
ト
治

療
の
進
め
方
」
を
協
会
会
議
室

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
講
師

は
今
井
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
鳥

取
県
米
子
市
）・
院
長
の
今
井

俊
広
氏
が
務
め
、
１
０
９
名
が

参
加
し
た
。

　

こ
の
度
の
講
演
は
、
私
共
が

２
０
２
１
年
に
出
版
し
た
『
実

践
「
効
果
の
あ
が
る
」
ス
プ
リ

ン
ト
治
療
の
進
め
方
』
の
本
を

基
に
と
い
う
ご
依
頼
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ス
プ
リ
ン
ト
と
い
う
用
語
で

代
表
さ
れ
ま
す
が
、
ナ
イ
ト
ガ

ー
ド
、
ス
プ
リ
ン
ト
、
マ
ウ
ス

ピ
ー
ス
な
ど
、
呼
び
方
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
、
用
語
に
確
固
た
る

定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

様
々
な
用
途
の
目
的
の
中

で
、「
パ
ラ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

に
対
応
」、「
顎
関
節
症
に
対
応
」、

「
咬
合
治
療
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
対
応
」、「
閉
塞
性
睡
眠

時
無
呼
吸
」
に
つ
い
て
提
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ス
プ
リ
ン
ト
は
可
撤
性
の
た

め
現
状
の
咬
合
状
態
を
変
え
る

こ
と
な
く
、
即
座
に
目
的
に
応

じ
た
下
顎
位
の
変
更
や
、
上
下

顎
の
咬
合
状
態
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
問
題
が
改
善
す
る

よ
う
な
咬
合
を
ス
プ
リ
ン
ト
上

に
付
与
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

咬
合
が
生
体
に
と
っ
て
負
荷
と

な
ら
な
い
の
か
、
治
癒
を
促
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う

咬
合
論
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
１
９
８
０
年
代
ま
で
は
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
が
現
在
の
よ

う
に
確
立
し
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
在
な
ら
保
存
困
難
歯

と
し
て
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の

対
象
に
な
る
よ
う
な
天
然
歯
で

も
、
な
る
べ
く
咬
合
の
負
荷
を

回
避
し
て
長
持
ち
さ
せ
よ
う
と

ナ
ソ
ロ
ジ
ー
の
最
盛
期
で
し

た
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
が
確

立
し
て
か
ら
は
、
保
存
困
難
な

天
然
歯
を
苦
労
し
て
治
療
し
な

く
て
も
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
置
き

換
え
れ
ば
し
っ
か
り
噛
め
る
よ

う
に
で
き
ま
す
。
顎
口
腔
系
に

と
っ
て
負
荷
と
な
ら
な
い
よ
う

な
咬
合
云
々
と
苦
労
し
な
く
て

も
、
患
者
さ
ん
の
噛
む
と
い
う

希
望
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
現
在
、
咬
合
論
は
重
要
視

さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
生
体
が
生
理
的
に
快
適
な

状
態
こ
そ
が
ス
プ
リ
ン
ト
治
療

に
は
必
要
な
の
で
す
。
歯
科
医

師
人
生
も
40
年
を
超
え
、
両
方

の
時
代
を
経
験
し
た
か
ら
こ

そ
、
こ
の
度
の
講
演
の
中
で
も

提
示
で
き
た
症
例
の
数
々
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
話
題
と
な
っ
て

い
る
閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸
に

つ
い
て
も
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
家
族
の
次
に
気

づ
け
る
の
は
私
達
歯
科
医
師
、

パ
ラ
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

本
講
演
が
日
常
の
臨
床
の
ヒ

ン
ト
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

講師の今井氏

　

今
次
診
療
報
酬
改
定
は

「
本
体
」３
・
09
％
、「
薬
価
・

材
料
費
」
▲
０
・
87
％
、
全

体
で
２
・
22
％
の
プ
ラ
ス
改

定
と
な
っ
た
。
し
か
し
、２
・

99
％
分
は
賃
上
げ
や
物
価
対

応
、
食
費
光
熱
費
な
ど
使
途

が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
通
常

改
定
分
は
０
・
25
％
。
薬
価
・

材
料
費
の
引
き
下
げ
分
に
加

え
、「
適
正
化
・
効
率
化
」

の
名
目
で
▲
０
・
15
％
の
引

き
下
げ
が
明
示
さ
れ
て
い

る
。
実
際
に
は
厳
し
い
改
定

と
な
る
の
は
必
至
だ
。

　

中
医
協
総
会
で
は
１
月
23

日
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、
今

次
改
定
の「
個
別
改
定
項
目
」

い
わ
ゆ
る「
短
冊
」が
示
さ
れ
、

改
定
の
概
要
が
提
示
さ
れ
た
。

　

前
回
改
定
で
新
設
さ
れ
た

「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備

加
算
（
医
Ｄ
Ｘ
加
算
）」
及

び
「
医
療
情
報
取
得
加
算
」

は
廃
止
さ
れ
、「
電
子
的
診

療
情
報
連
携
体
制
整
備
加

算
」
が
新
設
さ
れ
る
。
こ
の

加
算
で
は
医
Ｄ
Ｘ
加
算
の
施

設
基
準
だ
っ
た
「
電
子
カ
ル

テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
」
の

利
用
体
制
に
関
す
る
記
述
が

削
除
さ
れ
、「
電
磁
的
方
法

に
よ
り
診
療
情
報
を
共
有

し
、
活
用
す
る
体
制
」
を
求

め
る
形
に
変
更
さ
れ
た
。
同

様
に
「
在
宅
医
療
Ｄ
Ｘ
情
報

活
用
加
算
」
も
、
電
子
カ
ル

テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
経
過
措
置
が
延
長
さ
れ
、

具
体
的
な
期
日
は
削
除
さ
れ

た
。
当
面
、
当
該
サ
ー
ビ
ス

開
始
の
目
途
は
立
っ
て
い
な

い
。
運
用
の
不
確
か
な
も
の

を
施
設
基
準
に
入
れ
込
み
、

現
場
を
翻
弄
す
る
の
は
厳
に

慎
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
医
薬
品
で
は
、
長
期

収
載
品
の
選
定
療
養
の
範
囲

が
拡
大
す
る
。
現
行
で
は
長

期
収
載
品
と
後
発
医
薬
品
の

薬
価
差
の
４
分
の
１
相
当
を

患
者
負
担
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
が
価
格
差
の
２
分
の
１

相
当
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

長
期
収
載
品
の
選
定
療
養
は

負
担
金
が
薬
価
を
超
え
る
例

も
あ
り
、「
患
者
負
担
は
『
３

割
』
が
限
度
」
と
し
た
健
保

法
の
附
則
が
蔑
ろ
に
さ
れ
続

け
て
い
る
。

　

一
方
で
、
現
場
実
態
を
鑑

み
て
改
善
さ
れ
た
点
も
あ

る
。
生
活
習
慣
病
管
理
料
で

は
、（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）と
も
に
糖
尿

病
が
主
病
の
患
者
で
あ
っ
て

も
糖
尿
病
に
適
応
の
薬
剤
外

の
自
己
注
射
を
行
う
場
合
、

在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料

の
併
算
定
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
改
定
後
は
療
養
計
画

書
へ
の
患
者
の
署
名
は
不
要

だ
。
さ
ら
に
、
同
（
Ⅱ
）
の

み
で
は
あ
る
が
、
が
ん
患
者

の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
管
理
の
点

数
で
あ
る
悪
性
腫
瘍
特
異
物

質
治
療
管
理
料
や
、
薬
剤
の

細
や
か
な
血
中
濃
度
管
理
を

評
価
し
た
特
定
薬
剤
治
療
管

理
料
等
、
生
活
習
慣
病
と
は

関
連
し
な
い
計
21
の
管
理
料

が
包
括
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
、

別
途
算
定
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
ら
は
協
会
を
は
じ

め
と
し
た
医
療
関
係
団
体
の

運
動
の
成
果
と
言
え
よ
う
。

　

協
会
で
は
４
月
に
「
第
一

次
新
点
数
研
究
会
」、
改
定

直
前
の
５
月
に
「
第
二
次
新

点
数
研
究
会
」を
開
催
す
る
。

新
点
数
の
運
用
方
法
や
不
合

理
な
点
を
明
ら
か
に
し
、
厚

労
省
へ
申
し
入
れ
を
行
っ
て

い
く
。
会
員
の
先
生
方
に
は

当
研
究
会
へ
の
ご
参
加
及
び

協
会
の
活
動
・
運
動
へ
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

診
療
報
酬
改
定
〈
医
科
〉

医
学
管
理
が
一
定
改
善

不
合
理
に
は
声
を
上
げ
よ
う

３
．
扶
養
控
除
・
配
偶
者
控
除

　

扶
養
控
除
・
配
偶
者
控
除
の

対
象
と
な
る
扶
養
親
族
・
配
偶

者
の
所
得
上
限
が
従
来
の
所
得

48
万
円
以
下
か
ら
、
所
得
58
万

円
以
下
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

４
．
特
定
親
族
扶
養
控
除

　

特
定
親
族
と
は
、
配
偶
者
以

外
の
親
族
で
年
齢
が
19
歳
以
上

23
歳
未
満
の
者
で
す
。
従
来
か

ら
こ
の
年
齢
は
扶
養
控
除
の
対

象
と
な
る
と
63
万
円
の
控
除
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
所
得
が
上
が

り
控
除
対
象
外
と
な
る
と
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

実
践
「
効
果
の
あ
が
る
」

ス
プ
リ
ン
ト
治
療
の
進
め
方

事後抄録 歯
科
臨
床
研
究
会

歯
科
臨
床
研
究
会

令和7年分 確定申告の注意点令和7年分 確定申告の注意点

第
32
期
第
11
回
理
事
会　

１
月
22
日
（
木
）

〈
役
員
29
名
、出
席
23
名（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
５
名
）〉

【
議
長
報
告
】

　

１
月
20
日
の
新
年
会
で
は
来

賓
な
ど
１
６
５
名
が
参
加
し
、

今
次
の
診
療
報
酬
改
定
で
厳
し

い
改
定
と
な
る
見
通
し
か
ら
、

挨
拶
の
中
で
も
「
国
民
の
健
康

を
守
る
た
め
に
大
幅
な
プ
ラ
ス

改
定
が
必
要
」
と
の
声
が
多
く

上
が
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
▽
タ
ミ
フ
ル
の
Ｏ

Ｔ
Ｃ
化
に
臨
床
医
学
的
に
反
対

す
る
政
策
部
長
談
話
を
発
表
し

た
こ
と
、▽
関
東
信
越
厚
生
局
・

神
奈
川
事
務
所
の
指
導
課
長
か

ら
個
別
指
導
に
お
け
る
指
導
医

療
官
の
威
圧
的
言
動
に
対
し
、

指
導
医
療
官
へ
注
意
し
た
旨
の

回
答
が
あ
っ
た
こ
と
、▽
「
初
・

再
診
料
の
引
き
上
げ
」、「
歯
科

用
貴
金
属
緊
急
改
定
」、「
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
届
出
簡
素

化
」
等
の
パ
ブ
コ
メ
を
提
出
し

た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

組
織
部
か
ら
は
、
春
の
会
員

増
加
推
進
月
間
に
向
け
て
、
未

入
会
の
全
医
療
機
関
へ
５
月
開

催
の
医
科
歯
科
各
新
点
数
研
究

会
案
内
の
Ｄ
Ｍ
を
送
付
し
、
新

規
開
業
３
年
未
満
の
未
入
会
員

に
は
案
内
に
新
規
作
製
し
た
マ

ウ
ス
パ
ッ
ド
を
封
入
し
て
送
付

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
医

療
運
動
部
会
か
ら
は
選
挙
を
前

に
政
党
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
こ
と
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
「
追

加
負
担
」
に
反
対
す
る
署
名
を

求
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

（
議
長
・
山
本
○医
）

平田税理士

が
、
今
回
創
設
さ
れ
た
特
定
親

族
扶
養
控
除
に
よ
り
、
一
定
の

所
得
で
控
除
が
受
け
ら
れ
る
よ

に
、
復
興
特
別
所
得
税
の
記
載

が
さ
れ
て
い
る
か
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
支
払
調
書
到
着
の
関

係
か
ら
、
実
際
の
申
告
は
２
月

末
か
ら
３
月
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
直
前
に
な
っ
て
慌
て
な

い
よ
う
に
、
早
め
の
準
備
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

う
に
な
り
ま
し

た
。
控
除
額
は
特

定
親
族
の
合
計
所

得
金
額
に
よ
り
表

２
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
復
興
特
別

所
得
税
の
申
告
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
確
定
申
告
書
提
出
の
前

控除金額・対象等 控除金額・対象等 変更点の確認を変更点の確認を
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石けんを体験

化粧品の変遷について聴講

突発的閉院とならないための

「計画的閉院の心得」

　JOY会は11月13日、「ヤ

クルト化粧品の工場見

学～五感で感じる体感

ツアー～」をテーマに工

場見学を開催。湘南化粧

品工場（藤沢市）にて行

い、19名が参加した。

　ヤクルトは「おなかに良い菌はお肌にも良い」との着想

から化粧品を開発。①“乳酸菌飲料”（シロタ株）でおな

かの調子を整え、②乳酸菌生まれの保湿成分（シロタエッ

センス）を配合した“化粧品”でお肌の健やかさを守る、

体の「内外美容」を提唱している。

　当日は、化粧水や洗顔料など

スキンケア商品の生産ラインを

見学。手間と時間がかかる設備

の蒸気殺菌など、食品会社なら

ではの厳しい品質管理が行われ

ていた。柑橘やラベンダー香る

フロアでは、リラックスしながら

ヤクルト化粧品の変遷を伺った。

その後、様々な商品を実際に試

して体感。「ヤクルト1000」を飲

みながら、和気あいあいとお肌

のお手入れ方法を学んだ。

JOY会 第42回研究会 JOY会 第42回研究会 
ヤクルト化粧水の工場見学ヤクルト化粧水の工場見学

体の内外から美しく体の内外から美しく

活動報告活動報告quick reports

当日の集合写真

会員限定共済制度のご案会員限定共済制度のご案内内

保険医協会の二大共済制度　保険医協会の二大共済制度　4月からお申込受付が始まります4月からお申込受付が始まります

シンプルな保障で割安な保険料を実現シンプルな保障で割安な保険料を実現

　先生に万一のことがあった時、遺されたご家族には重い負担がのしかかります。

保障額は最低100万円から最高6,000万円で設定可能*1。

　保険医協会のグループ生命保険は、保障内容を死亡または高度障害状態に絞るこ

とで月々の保険料を抑えています。会員の先生ご本人にご加入いただければ、配偶

者様やお子様も加入可能です。さらに、引受保険会社の決算状況によっては年間保

険料の一部を配当金としてお返しします。2025年度は年間保険料の約26％（約3カ月

分）を配当金としてお支払いしました*2。

グループ生命保険

*1：年齢により保障金額の限度額が異なります。詳細はパンフレットをご覧ください。
*2：配当金は引受保険会社の前年度決算等により決定するため、配当金額は確定しておりません。

保険医による保険医のための休業保障保険医による保険医のための休業保障

　傷病による休業時に加入口数と休業日数に応じて給付金をお支払いします（1口当

たり：入院1日8千円、自宅療養〈免責3日〉1日6千円）。

　保険料は加入時のまま満期まで上がらず、若いうちに加入するほど保険料を抑え

ることができます。例えば30日間入院した場合、8口加入していれば最大で192万円

の給付を受けることができます。

　保険医協会（休保共済会）が実施する会員のための制度のため、もしものときは

加入者を手厚くサポートします。

休業保障保険

＊：告知書を元に加入審査を行います。また、勤務形態等によって加入口数に制限がございます。
＊：加入日現在で59歳6カ月未満の方がお申込可能です。59歳6カ月を超える方は「所得補償保険」をご検討ください。

まだ間に合います！お申込み希望の方はお急ぎください！まだ間に合います！お申込み希望の方はお急ぎください！

　年利1.126%（～2026年4月30日まで）、医療機関の積立制度。院長（法人）が掛金を

負担し、院長（法人）が受け取るため、退職金以外にも使い道は自由です。この度、

制度の見直しを行い、2026年5月1日から予定利率が1.171%1.171%に上昇します。また、元
本割れ期間が約4年1カ月まで短縮される見込みです*1。

　さらに、引受保険会社の運用成績によっては配当金の上乗せがあります。2024年度

は予定利率1.126%に加えて、0.16%の配当があり、最終実績は1.286%となりました*2。

　お申込期間は年2回のみ。ぜひこの機会にお申込みください。

従業員退職年金

*1：掛金から事務手数料が控除されるため、短期間で解約した場合は受取金額が払込掛金額を下回ります(元本割れ)。
*2：配当金は引受保険会社の運用実績により決定するため、お支払いを約束するものではありません。

引退後の生活資金に備えましょう 急な資金需要にも対応可能！引退後の生活資金に備えましょう 急な資金需要にも対応可能！

保険医年金は毎月1万円から始められる積立制度です。1口50万円の一時払で一気に積

み増すことも可能です。

予定利率は1.225%1.225%、老後資金はもちろん、急な資金需要の際には積立金の一部を部

分解約することもできます *1。 積立も受取も自由度が高く、働き方が多様な「保険医の

ための制度」です。

　既に資金運用をされている先生は、分散投資の堅実枠としてもおすすめです。

保険医年金

*1：月払では約4年0カ月、一時払では約2年0カ月以内に中途解約した場合、受取金額が払込掛金額を下回ります。

各共済制度の詳細はパンフレットをご確認ください。
資料請求・お申込希望の方は共済部(TEL:045-313-2111)まで
お電話ください。右のQRコードからメールでのお問合せも可能です。

　「もういい、継がせるのはやめた。来月閉院しよう」―

そう語るのは、開業30年のD院長。かねてより第三者承継を希望し、数人の医師と交

渉を重ね、最後に信頼していた承継希望者から「今回は見送らせてほしい」と告げられた。

　突然の白紙。時間をかけて構築してきた計画は一瞬で崩れた。ショックを受

けたD院長は即座に閉院を決意したが、そこから現実が襲う。「閉院する」と決

めても、すぐに閉院できるわけではなかったのだ。

■ 閉院には「計画的な段取り」と「想像以上のお金」が必要

　まず直面したのは、賃貸契約の解約期限。建物は6カ月前までに解約通知が必要

で、土地は1～2年以上前に通告義務ありという契約内容も。次に突きつけられた

のは、スケルトン工事の問題。原状回復として求められたのは、床・壁・天井・配

管などすべて撤去してがらんどうに戻す内容だった。工事期間は通常1カ月、繁忙

期は2カ月以上かかり、費用も数百万円単位かかる。さらに、患者への告知も簡単

ではない。慢性疾患の患者には紹介状の準備が必要で、適切な転院先の案内も

求められる。少なくとも1～2カ月前には告知が必要だ。従業員への告知は再就

職の関係上、さらに余裕をもって告知を行わないとトラブルになりかねない。

　これらの準備が整わないうちに「来月閉院です」と言っても、混乱と信頼喪失

を招くだけで、業者・スタッフ・患者全てが「突発的閉院」の犠牲者となる。

■「承継を諦める基準」と「閉院をいつまでに何をどうするか」を明確にする

　D院長が最も後悔したのは、「承継に固執しすぎて、閉院の準備に全く手を付けてい

なかったこと」。たとえ承継交渉中でも、「〇月までに〇〇なら、居抜き売却または閉

院に切り替える」ラインを事前に設定していれば、混乱は避けられたかもしれない。

■ 教訓：突発的閉院を防ぐための3つの心得

1：承継を諦める「判断基準」を最初に決めておく

　　 →「いつまでは承継交渉、そこからは閉院準備」と明確に線を引く

　2：閉院は段取りがすべて。逆算スケジュールを立てる

　　 →賃貸契約、工事、患者、従業員告知の所要期間を踏まえた「閉院チャート」を作成

3：閉院に必要な資金計画を立てて「計画的」閉院経験のある専門家に相談する

　　 → 医療法務に精通した行政書士や医療に詳しい不動産業者の協力が不可欠

【随時お申込受付中】

次回2026年8月1日加入
（お申込期間:4月1日～5月25日）

次回2026年9月1日加入
（お申込期間:4月1日～6月15日）

2月28日申込締切
【2026年5月1日加入】

「
閉
院
は
簡
単
だ
と
思
っ
た
…
」

「
閉
院
は
簡
単
だ
と
思
っ
た
…
」
あ
る
院
長
の
告
白
か
ら
学
ぶ

あ
る
院
長
の
告
白
か
ら
学
ぶ

あ
る
院
長
の
告
白
か
ら
学
ぶ

　閉院は、診療の終わりではなく「人生の新たな出発点」。しかし、段取りを誤れば最後の

印象が「混乱と後悔」に塗り替えられる。今すぐではなくても、「その日」を見据えた準備を。

それが、院長としての最後の責任なのかもしれません。

※本稿は当会で開催した個人開業医／閉院セミナー（2025年2月18日）講師・柏崎幸一氏（行政書士法人プロシアス
総合法務事務所・代表行政書士）によるものです。閉院に関するご相談は税対経営部まで（ TEL：045-313-2111）。

【経営編】
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ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

届
出
医
療
機
関
が
対
象
に

初
再
診
料
等
の
算
定
回
数
で
自
動
作
成

届
出
様
式
は
エ
ク
セ

ル
、メ
ー
ル
で
送
信

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
（
Ⅰ
）

の
み
を
届
け
出
る
場
合
、
昨
年

１
月
に
発
出
さ
れ
た
通
知
に
よ

り
、
届
出
様
式
が
大
幅
に
簡
素

化
さ
れ
て
い
る
。

　

届
出
様
式
は
、
厚
労
省
指
定

の
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
（
エ
ク
セ
ル
）

を
用
い
る
。
厚
労
省
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
特
設
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
届

出
様
式
は
❶
別
添
、❷
計
画
書
、

❸
届
出
書
と
シ
ー
ト
で
分
か
れ

て
お
り
、
❶
に
必
要
事
項
を
入

力
す
れ
ば
、
❷
、
❸
に
も
自
動

で
反
映
さ
れ
る
。
最
後
に
❸
の

４
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
届
出
書
類
は
完
成
す
る
。
実

質
的
な
作
業
は
「
❶
別
添
」
の

入
力
の
み
で
あ
る
。

　

提
出
先
は
、【
❶
別
添
】
の
「
所

在
地
」
に
神
奈
川
県
を
選
択
す

る
と
、
神
奈
川
県
専
用
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
表
記
さ
れ
る
。

そ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
届
出

様
式
（
エ
ク
セ
ル
）
を
添
付
し
、

定
を
「
終
了
す
る
月
」は
、
原

則
３
月
と
さ
れ
て
い
る
た
め
。

対
象
職
員
は
拡
大
予
定

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
対

象
職
種
は
、
現
時
点
で
は
看
護

職
員
や
歯
科
衛
生
士
な
ど
の
医

療
関
係
職
種
、
看
護
補
助
、
患

者
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
事
務
職
員

と
な
っ
て
い
る
。
専
ら
事
務
を

行
う
事
務
職
員
や
、
４０
歳
未
満

の
勤
務
医
師
・
歯
科
医
師
は
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
２６
年

度
診
療
報
酬
改
定
で
対
象
職
種

と
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
院
長

と
医
療
に
従
事
し
な
い
事
務
職

員
の
み
が
勤
務
す
る
診
療
所
は

現
時
点
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
を
届
け
出
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
診
療
報
酬
改
定
に
伴

い
、
届
出
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
県
の
診
療
所
等
賃
上
支
援

金
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
診

療
所
で
あ
っ
て
も
２６
年
６
月
１

日
時
点
で
改
定
後
の
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
を
届
け
出
る
こ
と

を
誓
約
す
る
場
合
は
、
支
援
金

の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

送
付
す
れ
ば
完
了
す
る
（
メ
ー

ル
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
書

面
提
出
も
可
）
。原
則
と
し
て
２

月
中
に
届
け
出
る
と
、
３
月
１

日
か
ら
「
外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
Ⅰ
」
が
算
定
で
き

る
。
届
出
後
に
は
、
毎
年
８
月
に

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
使
途

を
記
し
た
「
賃
金
改
善
実
績
報

告
書
」
の
提
出
が
求
め
ら
れ
る
。

賃
上
げ
支
援
を
受
け

る
に
は
、

２
月
中
の
届
出
を

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は
、

そ
の
診
療
報
酬
に
よ
る
収
入

を
、
全
て
従
業
員
の
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
に
使
用
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
無
床
診
療
所
の
場
合
、
届

出
で
き
る
「
外
来
・
在
宅
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」
は
、
２
種

類
（
Ⅰ
と
Ⅱ
）
あ
る
が
、
多
く

は
Ⅰ
の
み
が
対
象
と
な
る
。
昨

年
の
簡
略
化
は
「
Ⅰ
の
み
」
を

届
け
出
る
医
療
機
関
が
対
象

で
、
「
Ⅰ
及
び
Ⅱ
」
を
届
け
出

る
場
合
は
、
従
来
の
届
出
様
式

を
使
用
す
る
。
Ⅰ
及
び
Ⅱ
が
対

象
の
医
療
機
関
で
も
、
Ⅰ
の
み

を
届
け
出
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

ま
た
、
無
床
診
療
所
１
施
設

あ
た
り
１５
万
円
、
有
床
診
療
所

で
は
許
可
病
床
数
１
床
に
つ
き

７
万
２
千
円
（
使
用
許
可
病
床

数
が
２
床
以
下
の
場
合
は
１
施

設
に
つ
き
１５
万
円
）
の
支
援
金

は
、
２６
年
３
月
１
日
時
点
で
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
届
け
出

て
い
る
医
療
機
関
が
対
象
と
な

る
。
そ
の
た
め
給
付
を
受
け
る

に
は
、
２
月
中
の
届
出
を
お
勧

め
す
る
。
こ
の
場
合
、
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
の
算
定
を
「
開
始

す
る
月
」
と「
終
了
す
る
月
」
が

と
も
に
「
令
和
８
年
３
月
」※
と

な
る
た
め
、
４
月
以
降
も
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
算
定
す
る

に
は
再
度
❶
～
❸
の
書
類
を
作

成
・
提
出
の
必
要
が
あ
る
（【
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
届
出
後
の

流
れ
】
を
参
照
）
。

※
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
算

【
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

届
出
後
の
流
れ
】

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は
新
規

届
出
時
及
び
届
出
後
は
毎
年
６
月

に
、
４
月
時
点
に
作
成
し
た
「
❷

賃
金
改
善
計
画
書
」
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
る
。
令
和
８
年
２
月
に

届
出
を
行
っ
た
場
合
、「
令
和
７

年
度
分
の
賃
金
改
善
計
画
書
」
を

提
出
し
て
い
る
た
め
、
今
年
６
月

中
に
「
令
和
８
年
度
分
」
の
賃
金

改
善
計
画
書
の
提
出
が
必
要
と
な

る
。
既
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

を
算
定
し
て
い
る
医
療
機
関
は
、

令
和
７
年
６
月
に
「
令
和
７
年
度

分
」
の
賃
金
改
善
計
画
書
を
提
出

し
て
い
る
の
で
、
同
じ
く
「
令
和

８
年
度
分
」
の
賃
金
改
善
計
画
書

を
６
月
に
提
出
す
る
こ
と
と
な

る
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
「
賃
金
改

善
報
告
書
」
（
令
和
７
年
度
分

の
実
績
報
告
）
の
提
出
が
求
め

ら
れ
る
。

　

昨
年
１２
月
に
成
立
し
た
神
奈
川
県
の
２
０
２
５
年
度
補
正
予
算
案

に
、国
の
総
合
経
済
対
策
に
対
応
す
る
医
療
機
関
向
け
の
支
援
と
し
て
、

光
熱
費
等
に
対
す
る
支
援
、
賃
上
げ
・
物
価
上
昇
に
対
す
る
支
援
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
①
医
療
機
関
等
物
価
高
騰
対
応
支
援
金
（
病
院
・
診
療

所
）、
②
診
療
所
等
物
価
支
援
金
（
診
療
所
）、
③
診
療
所
等
賃
上
支
援

金
（
診
療
所
）
の
支
援
事
業
が
県
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。
③
に

つ
い
て
は
、
支
給
対
象
と
し
て
２６
年
３
月
１
日
時
点
で
「
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
」
を
届
け
出
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
た
。

「
医
療
・
介
護
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
賃
上
げ
支
援

「
医
療
・
介
護
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
賃
上
げ
支
援

外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

届出の手順
① インターネットで「厚生労働省 ベースアップ
評価料」と検索（または右記QRコード）

　⇒「ベースアップ評価料等について」をクリック

② 「ベースアップ評価料等について」のページで、届出様式
をダウンロード

　　 「2.届出様式（医療機関用）」の「○外来・在宅ベース
アップ評価料（Ⅰ）のみを届出する場合（評価料Ⅰ専
用届出様式）」のExcel

③ ダウンロードした届出様式（Excel）に必要事項を入力（下表）

ア． 「1.保険医療機関に関する情報」、「2.届出を行う評価

料」、「3.届出年月日」、「4.ベースアップ評価料算定期

間」、「5.外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）等によ

り算定される金額の見込み」（直近1カ月の初・再診

料の算定回数）、「6.賃金改善実施期間」、「7.対象職員

（全体）の賃金改善見込み額」を入力する。

イ． 「5の⑫」の額と「7の（参考）」の額を近づけるように、

「7の⑮」及び「7の⑯」の額を設定すると、医療機関

の持ち出しが少なくなる。その際「7の（参考）」の額

が、「5の⑫」を少しだけ上回るように設定する。

④届出様式（Excel）をメールに添付して提出

ア． 宛先（メールアドレス）は、

　　baseup-hyoukaryou14@mhlw.go.jp（神奈川県の場合）。

イ． 届出様式（Excel）のファイル名には、「医療機関コード」

を記載する。例）0123456_ベースアップ評価料届出

ウ．メール本文に、医療機関名と連絡先を記載する。

5の⑫
1カ月当たりの外来・在宅ベースアップ
評価料（Ⅰ）等による算定金額の見込
み　※自動計算

7の
（参考）

法定福利費（事業主負担分等を含む）
を含む増加額の目安　※自動計算

7の⑮
対象職員（全体）の基本給等に係る1カ
月の賃金改善見込み額　※手入力

7の⑯
⑮に伴う賞与、時間外手当等の増加見
込み額（不明の場合は0でよい）
※手入力

給
与
引
上
げ
、
及
び

給
与
規
定
の
見
直
し

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
届

出
し
、
算
定
を
開
始
す
る
場
合
、

当
然
な
が
ら
対
象
職
員
の
給
与

の
引
き
上
げ
と
と
も
に
、
給
与

規
定
の
見
直
し
・
改
定
が
行
わ

れ
る
。
賃
上
げ
の
幅
は
全
職
員

均
一
で
も
、
職
種
・
職
員
ご
と

に
差
を
設
け
る
で
も
ど
ち
ら
の

方
法
で
も
よ
い
。
ま
た
給
与
規

定
で
は
、
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
は
手
当
と
し
て
支
給
」
、

「
賞
与
に
連
動
し
な
い
」、「
評

価
料
の
変
更
が
あ
れ
ば
、
給
与

❶ 別添
外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の
施設基準に係る届出書添付書類

賃金改善計画書❷ 計画書

特掲診療料の施設基準に
係る届出書❸ 届出書

}

の
見
直
し
が
あ
る
」
等
と
し
て

お
く
と
、
仮
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
が
な
く
な
っ
た
場
合

も
、
対
応
が
し
や
す
い
。

　

な
お
、
ベ
ア
評
価
料
の
届
出

方
法
に
つ
い
て
は
、
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
外
来
・
在
宅
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
Ⅰ
な
ど
の
届

出
に
つ
い
て
」
も
ご
参
照
い
た

だ
き
た
い
（
１
面
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
。
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【講演要旨】第33回 在宅医療・介護セミナー

2025年地域包括ケアシステムを検証する2025年地域包括ケアシステムを検証する
―2040年に向けて――2040年に向けて―

　地域医療対策部は2025年5月24日、在宅医療・介護セミナー「2025年地域包括ケアシステムを検証する～2040年に向けて～」を協会会議室・

WEB併用で開催。医師・歯科医師や介護福祉職ら140名が参加した。チーフプランナーは、地域医療対策部担当副理事長の鈴木悦朗氏が務めた。

　セミナーでは、訪問診療・訪問看護・訪問介護・施設介護の各立場から当初2025年が目標とされた「地域包括ケアシステム」の現状を報告。

以下、各演者の報告の要旨を掲載する（右記QRコードより視聴可能）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：地域医療対策部）

　

社
会
保
障
費
抑
制
の
た

め
、
コ
ス
ト
の
か
か
る
急

性
期
病
床
を
削
減
し
て
回

復
期
病
床
を
増
や
し
、
そ

こ
か
ら
在
宅
医
療
に
流
す

と
の
地
域
医
療
構
想
が
２

０
２
５
年
を
目
標
と
し
て

描
か
れ
て
い
た
が
、
病
院

の
経
営
困
難
等
も
あ
り
、

急
性
期
は
減
ら
ず
、
回
復

期
は
増
え
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
回
復
期
・

慢
性
期
病
棟
に
入
り
た
か

っ
た
が
入
れ
ず
居
場
所
の

な
い
人
や
、
本
当
は
自
宅

で
看
続
け
た
い
け
れ
ど
介

護
力
が
な
く
、
自
宅
で
の

生
活
が
難
し
い
人
の
駆
け

込
み
寺
が
住
宅
型
有
料
老

人
ホ
ー
ム
で
、
外
付
け
で

医
療
や
介
護
を
入
れ
る
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

死
亡
場
所
の
割
合
の
推

移
を
み
て
も
、
自
宅
も
増

え
て
い
る
が
介
護
施
設
の

増
加
が
顕
著
で
、
人
口
規

模
が
大
き
い
市
町
村
ほ
ど

１
月
あ
た
り
２
０
０
人
以

上
の
訪
問
患
者
に
対
応
す

る
医
療
機
関
、
い
わ
ゆ
る

メ
ガ
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
多
い
。

　

横
浜
市
医
師
会
が
行
っ

た
２
０
１
７
～
２５
年
の

「
在
宅
医
療
に
か
か
わ
る

医
療
機
関
」
の
経
年
変
化

を
み
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
も
、
自
宅
以
外
で
看

取
っ
た
医
療
機
関
の
数
は

確
実
に
増
え
て
お
り
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

影
の
目
的
で
あ
る
「
効
率

よ
く
看
取
っ
て
い
く
」
こ

と
が
施
設
の
中
で
展
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
提
供
が
縦
割
り
で

断
片
的
な
関
係
に
あ
っ
た

点
は
改
善
傾
向
に
あ
り
、

お
互
い
に
集
ま
っ
て
助
け

合
う
つ
な
が
り
は
で
き
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

2040年に向けた医療の視点

訪問介護 の立場から
医療法人五星会 YMG訪問介護ステーション新横浜 管理者

藤原　恵氏

　

訪
問
介
護
の
現
場
で

は
、
介
護
職
員
の
人
材
不

足
と
高
齢
化
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
特
に

２
０
２
３
年
度
に
は
全
国

の
介
護
職
員
数
が
前
年
度

を
下
回
り
、
今
後
さ
ら
な

る
減
少
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
。
訪
問
介
護
の
有
効
求

人
倍
率
は
極
め
て
高
く
、

事
業
者
間
で
人
材
の
奪
い

合
い
が
生
じ
て
い
る
。

　

事
業
所
数
は
デ
ー
タ
上

微
増
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
背
景
に
は
集
合
住
宅

入
居
者
を
対
象
と
し
た
サ

ー
ビ
ス
モ
デ
ル
の
広
が
り

が
あ
る
と
見
ら
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
２４
年
の
介

護
事
業
者
の
倒
産
・
休
廃

業
は
過
去
最
多
を
記
録

し
、
特
に
訪
問
介
護
事
業

で
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ

れ
は
、
２４
年
度
の
介
護
報

酬
引
き
下
げ
が
経
営
を
圧

迫
し
て
い
る
こ
と
も
一
因

で
あ
る
。

　

需
要
面
で
は
、
単
独
世

帯
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯

の
増
加
に
伴
い
、
訪
問
介

護
へ
の
依
頼
が
増
え
て
い

る
。
ヘ
ル
パ
ー
は
利
用
者

の
生
活
を
支
え
、
医
療
職

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連

携
す
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
、
そ
の
専
門
性

も
向
上
し
て
い
る
。
し
か

し
、
事
業
の
継
続
性
、
人

材
確
保
・
育
成
、
利
用
者

家
族
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
導
入

の
遅
れ
な
ど
、
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
「
介
護
難
民
」
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の

た
め
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
連
携
体
制
の
構
築

や
、
過
疎
地
域
に
お
け
る

ヘ
ル
パ
ー
の
公
務
員
化
と

い
っ
た
新
た
な
仕
組
み
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

在宅療養の充実～地域における訪問介護の役割～

訪問看護・ケアマネ の立場から
よりそい看護ケアセンター 代表取締役 栗原　美穂子氏

経
験
を
持
つ
老
舗
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
間

で
、
提
供
さ
れ
る
看

護
の
質
に
差
が
生
じ

て
い
る
点
が
懸
念
さ

れ
る
。

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
全
国
的
に
増
加
し
て

お
り
、
特
に
横
浜
市
は
４

３
１
件
と
突
出
し
て
多

い
。
ま
た
、
２４
時
間
対
応

可
能
な
事
業
所
が
９
割
を

超
え
、
医
療
依
存
度
の
高

い
利
用
者
も
安
心
し
て
在

宅
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環

境
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
介
護
保
険
開

始
当
初
の
課
題
で
あ
っ
た

医
療
と
介
護
の
連
携
も
、

近
年
は
非
常
に
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
多
く
の
課
題

も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
。
事
業
所
の
設
置
母
体

は
営
利
法
人
が
７
割
を
占

め
る
よ
う
に
な
り
、
経
営

が
優
先
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
新
規
開
設
が
多
い
反

面
、
廃
業
も
多
く
、
特
に

横
浜
市
で
は
小
規
模
事
業

所
が
乱
立
し
て
い
る
状
況

だ
。
日
本
看
護
協
会
が
推

進
す
る
大
規
模
化
は
進
ま

ず
、
事
業
所
間
の
連
携
や

情
報
共
有
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

訪
問
看
護
の
経
験
が
浅
い

新
規
事
業
者
と
、
長
年
の

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
取

り
巻
く
環
境
で
は
、
介
護

保
険
内
外
の
サ
ー
ビ
ス
が

多
様
化
し
、
利
用
者
の
選

択
肢
が
広
が
っ
た
。
医
療

知
識
の
習
得
や
多
職
種
連

携
も
円
滑
化
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
も
進
ん
で
い
る
。
さ

ら
に
、
「
人
生
会
議
」
へ

の
意
識
が
高
ま
り
、
看
取

り
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
可

能
に
な
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
課
題
も
深
刻

で
あ
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
自
身
の
高
齢
化
や
、
管

理
者
要
件
の
厳
格
化
に
よ

る
成
り
手
不
足
か
ら
、
事

業
所
数
は
２
０
１
８
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ

る
。
利
用
者
は
、
一
人
暮

ら
し
や
老
々
介
護
、
複
合

的
な
問
題
を
抱
え
る
ケ
ー

ス
が
増
え
、
そ
の
支
援
は

複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が「
何
で
も
屋
」

と
し
て
過
重
な
負
担
を
強

い
ら
れ
る
場
面
も
少
な
く

な
い
。
ま
た
、
経
済
格
差

が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

内
容
に
直
結
し
た
り
、
核

家
族
化
で
家
族
の
介
護
基

盤
が
弱
体
化
し
、
本
人
が

在
宅
生
活
を
望
ん
で
も
実

現
が
困
難
に
な
っ
た
り
す

る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。

　

特
定
の
専
門
職
だ
け
が

支
え
る
の
で
は
な
く
、
地

域
全
体
で
住
民
の
暮
ら
し

を
支
え
合
う
「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
が
、
２
０

４
０
年
に
向
け
て
重
要
な

鍵
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

在宅から見た地域包括ケアシステムの実際と課題

施設介護 の立場から
社会福祉法人藤嶺会 介護老人福祉施設弥生苑 副施設長

佐久間　篤氏

　

横
浜
市
で
は
、
特
養
の

申
込
者
数
が
５
千
７
６
９

名
（
２
０
２
５
年
３
月
２１

日
現
在
）
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
医
療
行
為
が
必
要
な

人
は
２４
・
１
％
、
認
知
症

の
人
は
７０
・
３
％
を
占
め

る
。
入
所
待
機
期
間
は
短

縮
さ
れ
、
要
介
護
３
以
上

で
あ
れ
ば
１
年
以
内
に
入

所
で
き
る
状
況
に
改
善
さ

れ
て
い
る
。

　

市
内
の
特
養
は
施
設

数
・
定
員
数
と
も
に
十
分

に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
全

体
の
稼
働
率
は
９５
・
４
％

で
あ
る
。
し
か
し
、
待
機

者
の
減
少
や
人
員
不
足
を

背
景
に
、
平
均
要
介
護
度

は
３
・
７３
ま
で
下
が
っ
て

い
る
。
医
療
対
応
が
必
要

な
高
齢
者
の
受
け
入
れ
も

進
ん
で
い
る
が
、
市
の
助

成
金
制
度
は
基
準
が
厳
し

く
、
申
請
で
き
な
い
施
設

も
少
な
く
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。

　

今
後
の
最
大
の
課
題
は

介
護
人
材
の
不
足
で
あ

る
。
介
護
福
祉
士
を
目
指

す
学
生
が
減
少
し
、
生
産

年
齢
人
口
も
減
少
す
る

中
、
介
護
の
質
を
維
持
す

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ
る
生
産

性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
一

方
、
ケ
ア
の
プ
ロ
セ
ス
や
考

察
が
軽
視
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
懸

念
が
あ
る
。

　

地
域
共
生
社
会
に
お
い

て
、
特
養
は
「
終
の
棲
家
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
だ

け
で
な
く
、
高
齢
者
、
障
害

者
、
子
ど
も
な
ど
全
世
代
を

地
域
で
支
え
る
た
め
の
社
会

福
祉
法
人
と
し
て
の
役
割
を

担
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
施
設
の
ハ
ー
ド
面

を
活
か
し
つ
つ
、
閉
鎖
的
に

な
ら
ず
、
医
療
や
介
護
の
関

係
者
か
ら
の
助
言
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。

地域共生社会における特養の在り方

訪問診療医 の立場から

西神奈川ヘルスケアクリニック 院長 赤羽　重樹氏

訪問診療医
訪問介護

施設介護

訪問看護・ケアマネ



相
模
原
市
中
央
区　

小
沼　

博

　

相
模
原
支
部
で
は
毎
春
、
お
城
め
ぐ

り
ハ
イ
キ
ン
グ
を
企
画
し
、
参
加
さ
れ

た
皆
様
方
か
ら
ま
ず
ま
ず
の
好
評
を

得
、
今
日
ま
で
続
い
て
お
り
ま
す
。
常

連
さ
ん
も
い
ま
す
し
、
時
々
来
て
く
だ

さ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
小
学
生
だ
っ

た
子
が
立
派
な
女
性
と
な
っ
て
現
れ
、

驚
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

普
通
お
城
と
聞
く
と
、
一
国
一
城
制

に
な
っ
て
か
ら
の
、
立
派
な
天
守
を
持

つ
お
城
を
思
い
描
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

神
奈
川
周
辺
の
お
城
は
違
い
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
が
土
の
城
で
、
知
ら
な
け
れ
ば

た
だ
の
山
、
自
然
地
形
に
し
か
見
え
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
知
っ
て
し
ま
い
「
心
眼
」

を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
、土
塁
、堀
切
、

矢
倉
台
な
ど
が
現
前
し
、
深
い
空
堀
に

は
、
鋤
と
鍬
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
が

見
え
て
き
ま
す
。
帯
曲
輪
で
、
敵
の
弓

と
鉄
砲
で
打
ち
の
め
さ
れ
る
足
軽
。
本

丸
で
は
こ
の
戦
ど
う
始
末
を
つ
け
る
か

思
案
し
て
い
る
御
屋
形
様
。「
心
眼
」

を
持
つ
と
、
土
く
れ
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

に
代
わ
り
ま
す
。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
欲
し
い
そ
こ
の
あ

な
た
、
ど
ち
ら
の
お
城
に
参
り
ま
し
ょ

う
か
？

　

ズ
バ
リ
お
勧
め
は
、
秀
吉
が
北
条
征

伐
の
た
め
に
築
い
た
「
小
田
原
石
垣
山

一
夜
城
」。
淀
君
に
も
家
康
に
も
千
利

休
に
も
出
会
え
ま
す
よ
。
令
和
８
年
春

の
相
模
原
支
部
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
そ
こ

に
行
き
ま
す
。

　

小
田
原
駅
か
ら
バ
ス
で
登
り
、
お
城

見
学
の
後
は
、
海
風
を
感
じ
な
が
ら
み

か
ん
畑
を
歩
い
て
下
り
、
ふ
も
と
で
再

び
バ
ス
に
乗
っ
て
、駅
へ
と
戻
る
約
３
・

５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
す
。

　

さ
て
、
石
垣
山
城
の
見
ど
こ
ろ
は
、

大
津
石
垣
職
人
集
団
穴あ
の
う
し
ゅ
う

太
衆
が
積
ん

だ
高
石
垣
。
箱
根
タ
ー
ン
パ
イ
ク
が
で

き
る
前
は
水
が
豊
富
だ
っ
た
と
い
わ
れ

る
井
戸
曲
輪
。
眼
下
に
見
下
ろ
す
小
田

原
城
。

　

で
も
何
と
い
っ
て
も
、
こ
こ
は
ド
ラ

マ
で
お
な
じ
み
の
戦
国
豪
華
キ
ャ
ス
ト

が
集
合
し
た
と
こ
ろ
。
想
像
す
る
と
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す
。
秀
吉
と
家
康
が
連
れ

シ
ョ
ン
し
た
場
所
で
、
用
を
足
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
１
日
以
上
30
日
未
満
の

拘
留
と
相
成
り
ま
す
。
ご
注
意
を
。

　

桜
咲
く
春
、
相
模
原
支
部
お
城
め
ぐ

り
ハ
イ
キ
ン
グ
へ
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
（
開
催
案
内
８
面
）。

（
次
回
は
小
机
城
）

◇

　
「
お
城
の
歩
き
方
」
と
題
し
、
神
奈

川
県
保
険
医
協
会
・
相
模
原
支
部
の
恒

例
行
事
「
城
跡
ハ
イ
キ
ン
グ
」
で
ガ
イ

ド
を
務
め
る
小
沼
博
先
生
に
５
回
に
わ

た
り
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月
15

日
号
に
掲
載
予
定
）。

お城の歩き方

『医師しか知らない
 死の直前の後悔』
著者：和田秀樹
小学館
2025年11月
1,100円（税込）

何
歳
か
ら
で
も

人
生
は
や
り
直
せ
る

三
浦
郡
葉
山
町　

井
上　

惠
美

　

こ
の
本
は
死
を
直
前
に
し
た

人
々
が
語
る
「
後
悔
の
言
葉
」

を
通
し
て
、
後
悔
の
な
い
人
生

を
送
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
与
え

て
く
れ
る
一
冊
だ
。
40
年
近
く

高
齢
者
専
門
の
精
神
科
医
と
し

て
６
千
人
を
超
え
る
方
々
と
向

き
合
っ
て
き
た
筆
者
が
、
死
の

直
前
に
高
齢
患
者
が
語
る
「
後

悔
の
言
葉
」
を
聞
き
集
め
、
生

き
方
を
変
え
る
た
め
の
思
考
と

行
動
の
指
南
を
ま
と
め
て
あ

る
。
２
０
２
２
年
に
「
80
歳
の

壁
」
が
年
間
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
も
な
っ
た
著
者
で
あ
る
。

の
体
と
心
の
声
を
聞
け
ば
よ
か

っ
た
（
健
康
や
医
療
）」
／
「
不

安
や
心
配
ば
か
り
で
人
生
を
楽

し
め
な
か
っ
た（
お
金
）」／「
も

っ
と
自
分
の
人
生
を
楽
し
め
ば

よ
か
っ
た（
人
生
全
体
）」な
ど
、

人
間
関
係
や
お
金
、
健
康
、
人

生
全
体
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
テ

ー
マ
を
含
ん
で
お
り
、
読
ん
だ

人
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
し
、

後
悔
の
な
い
人
生
の
た
め
の
助

言
を
載
せ
て
い
る
。

　

本
書
の
前
半
は
「
や
ら
な
か

い
こ
と
を
や
り
、
悔
い
の
な
い

人
生
を
手
に
入
れ
る
こ
と
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
年
齢
で
あ
っ

て
も
自
分
の
人
生
の
中
で
今
が

一
番
若
い
日
で
あ
り
、
人
生
の

時
間
は
有
限
な
の
で
、
後
悔
を

減
ら
し
挑
戦
と
つ
な
が
り
を
増

や
す
た
め
に
、
今
日
か
ら
の
自

分
の
生
き
方
を
見
直
そ
う
と
結

ん
で
い
る
。

っ
た
後
悔
」
が
ど
れ
ほ
ど
人
生

に
深
く
残
る
か
が
語
ら
れ
、
挑

戦
や
経
験
を
先
送
り
に
す
る
こ

と
で
生
ず
る
リ
ス
ク
が
具
体
的

に
伝
わ
る
内
容
だ
。

　

中
盤
で
は
本
音
を
伝
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
や
、
仲
た
が
い

を
放
置
し
た
こ
と
な
ど
の
、
人

間
関
係
に
ま
つ
わ
る
深
い
後
悔

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
言

葉
に
し
な
い
ま
ま
時
間
が
過
ぎ

て
し
ま
う
こ
と
の
重
さ
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

　

後
半
で
は
、
健
康
や
お
金
、

人
生
全
体
の
後
悔
が
語
ら
れ
、

今
か
ら
変
え
る
た
め
の
具
体
的

な
行
動
指
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

死
に
ゆ
く
人
の
言
葉
は
、
決

し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
な
く
「
ど

う
生
き
る
か
」の
道
標
に
な
る
。

「
次
の
機
会
は
も
う
な
い
か
も

し
れ
な
い
」、「
や
る
な
ら
今
し

か
な
い
」
と
考
え
て
、
や
り
た

◆支台築造（装着料含む）
メタルコア（間接法）

前・小臼歯 241（319）
大臼歯 320（411）

※ （　）は6歳未満の乳幼児もしくは著
しく歯科診療が困難な者の加算点数

◆ポンティック

鋳造
金パラ

小臼歯 1,893
大臼歯 2,370

銀合金 大・小臼歯 510

レジン
前装金属

金パラ
前歯 2,344
小臼歯 2,093
大臼歯 2,430

銀合金
前歯 1,277
小臼歯 731
大臼歯 591

◆コンビネーション鉤　【金パラ】
大臼歯 小臼・犬歯 前歯
777 708 675

◆バー　【金パラ】
鋳造 2,940

◆鋳造鉤　
双子鉤 二腕鉤（レスト付） ローチのバークラスプ

大大・大小 犬小・小小 大臼歯 小臼・犬歯 前歯 1歯 2歯以上
金パラ 1,808 1,471 1,303 1,164 1,097 1,788 1,808
14K 3,315 2,746 2,726 2,149 1,710 3,295 3,315

　2026年3月1日から歯科用貴金属の随時改定が実施され
ることに伴い、「歯科用貴金属」に関わる下記点数（うち保
険医療材料料の部分）が一部改正。「金パラ」材料料を含む
歯冠修復・欠損補綴の点数が一部変更となり、「金パラ」、
「14K」、「銀合金」等の点数は全て「引き上げ」となる。変
更点は左表のとおり（単位は「点」。太字が今回変更）。今
回の随時改定は、昨年10月～12月の素材価格を参照して
2026年3月1日告示価格に反映される。現行制度では、乱
高下する金パラ市場価格が保険点数である告示価格（材料
料）へ適正に反映されないという問題がある。引き続き、
協会・保団連として厚労省へ抜本的解決を求めていく。

◆金属歯冠修復（装着・装着材料料は別）
インレー（修形・KP） 冠形態（PZ）

単純 複雑 前歯3/4冠
接着冠

臼歯4/5冠
接着冠 FMC 前装MC

（前歯・Br支台歯）
前装MC

（前歯・単冠）
前装MC
（小臼歯）

乳歯 銀合金 214 333 － － 531 － － －

前・小臼歯

金パラ 583 1,065 1,333 1,273 1,663 2,674※2 2,670※2 2,600※2

銀合金 214 333 429 369 531 1,333※2 1,329※2 1,259※2

14K
(前歯限定） － 2,849 3,573 － － － － －

大臼歯
金パラ 766 1,349 － 1,649※1 2,141 － － －
銀合金 228 349 － 392※1 558 － － －

根面板
金パラ

前・小臼歯 586
大臼歯 769

銀合金
前・小臼歯 217
大臼歯 231

※1 大臼歯の4／5冠は、「生活歯」かつ「ブリッジ支台」である場合に限られる。
※2 前装MCは、前歯あるいは「ブリッジ支台である小臼歯」に限られる。

キーパー
付根面版
※ 磁性アタッ
チメント

金パラ
前・小臼歯 1,561
大臼歯 1,845

銀合金
前・小臼歯 829
大臼歯 845

＊お問合せは歯科保険診療対策部（ ℡ 045－313－2111）まで。

◆線鉤

双子鉤 二腕鉤
（レストつき）

14K 1,665 1,270

◆接着冠
前歯 小臼歯 大臼歯

金パラ 1,331 1,271 1,647
銀合金 427 367 390

中医協 3月1日実施「随時改定」

金パラ「引き上げ」

　

こ
の
本
に
多
く
書
か
れ
た
高

齢
患
者
た
ち
の
残
し
た
言
葉

や
、
そ
れ
に
基
づ
く
著
者
の
考

え
方
が
、
我
々
の
人
生
を
変
え

る
き
っ
か
け
に
な
る
と
言
え

る
。

　
「
も
っ
と
挑
戦
す
れ
ば
よ
か

っ
た
（
お
金
、夢
、学
び
な
ど
）」

／
「
本
音
を
伝
え
る
勇
気
（
人

間
関
係
）」
／
「
も
っ
と
自
分



昭和３８年８月２３日
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会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

3月5日(木)午後7時～ 2月26日(木)午後2時～

歯

科

臨

床

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ど
う
や
っ
て
下
顎
総
義

歯
を
落
ち
着
か
せ
る
？

―
下
顎
総
義
歯
の
安
定
の
た

め
に
必
要
な
デ
ン
チ
ャ
ー
ス

ペ
ー
ス
義
歯
の
理
論
と
実
際
―
」

講
　
師
　
つ
な
か
わ
歯
科
医
院
（
茨
城
県
笠
間
市
）

　
　
　
　

綱
川　

周
平
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

ス

タ

ッ

フ

セ

ミ

ナ

ー

　

「
カ
ル
テ
を
開
示
し
て
ほ
し
い
―
」
ご
本
人
か
ら
？
ご

家
族
（
ご
遺
族
）
か
ら
？
警
察
や
裁
判
所
な
ど
の
公
的
機

関
か
ら
？
開
示
を
求
め
て
く
る
人
（
請
求
者
）
に
よ
っ
て

対
応
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
近
年
カ
ル
テ
開
示
を
求
め
ら

れ
る
機
会
は
増
え
て
お
り
、
診
療
現
場
で
の
実
際
の
対
応

に
つ
い
て
当
会
顧
問
弁
護
士
の
小
賀
坂
徹
氏
か
ら
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
先
生
＆
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ま
で
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
カ
ル
テ
開
示
の
対
応
」

講
　
師
　
馬
車
道
法
律
事
務
所

弁
護
士

小
賀
坂　

徹
氏

参
加
対
象
　
会
員
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ

（
会
員
本
人
・
ご
家
族
も
可
）

　
　
　
　
　
　
※
内
容
は
ス
タ
ッ
フ
向
け
と
な
り
ま
す
。

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：
定
員
６
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
へ
の
事
前
質
問
を
受
け
付
け
ま
す
。
カ
ル
テ
開
示

の
対
応
で
お
困
り
に
な
っ
た
こ
と
等
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

※
本
講
座
は
、
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
て
後
日
配
信
を
い
た

し
ま
す
（
動
画
配
信
を
視
聴
す
る
場
合
の
お
申
込
み
は

不
要
で
す
）。

お
申
込
み
　
税
対
経
営
部

4月5日(日)午前10時45分～午後2時45分（予定） 3月11日(水)午後7時30分～

石
垣
山
一
夜
城
ハ
イ
キ
ン
グ

集
合
場
所

Ｊ
Ｒ「
小
田
原
駅
」
改
札
口
正
面

　
　
　

（
観
光
案
内
所
前
）

解
散
場
所

ミ
ナ
カ
小
田
原
１４
階

展
望
デ
ッ
キ

参
加
費
　
無
料
（
乗
車
券
・
懇
親
会
費
は
除
く
）

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
２０
名

行
　
程
　（
一
部
抜
粋
・
途
中
ト
イ
レ
休
憩
あ
り
）

　
　
　
　
小
田
原
宿
観
光
回
遊
バ
ス
「
う
め
ま
る
号
」
乗

車
～
一
夜
城
歴
史
公
園
～
西
曲
輪
跡
（
昼
食
）

～
桜
と
海
・
み
か
ん
畑
の
下
り
坂
～
小
田
原
ち

ょ
う
ち
ん
灯
台
～
ミ
ナ
カ
小
田
原
展
望
デ
ッ
キ

で
解
散
～
懇
親
会
「
小
田
原
産

朝
ど
れ
地
魚

湘
南
大
衆
横
丁
」
※
希
望
者
の
み

〈
持
ち
物
〉「
う
め
ま
る
号
」
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
代
６
０

０
円
、
昼
食
お
弁
当
（
小
田
原
駅
で
お
求
め
い

た
だ
け
ま
す
）、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

※
（
希
望
者
の
み
、
午
後
３
時
１５
分
～
）
懇
親
会
に
ご
参

加
の
場
合
は
、
１
人
に
つ
き
５
千
円
程
度
を
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

※
雨
天
中
止
で
す
。
中
止
の
場
合
は
、４
月
３
日（
金
）に
、

個
別
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
（
お
申
込
み
の
際
、

携
帯
電
話
等
の
ご
連
絡
先
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
）。

※
相
模
原
支
部
会
員
以
外
の
先
生
方
で
も
、
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

お
申
込
み
　
相
模
原
支
部

共

済

セ

ミ

ナ

ー

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

―
医
師
の
た
め
の
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
に
向
け
た
準
備
の
話
―
」

講
　
師
　
大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

１
級
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
士

山
川　

明
訓
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
ご
希
望
の
方
は
後
日
、
講
師
と
の
無
料
個
別
相
談
会
も

可
能
で
す
。

※
会
員
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
動
画
公
開
は
講
演
後
２
週
間

限
定
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
申
込
み
　
共
済
部

3月8日(日)午前10時～ 2月19日(木)午後7時30分～

医
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
保
険
医
協
会
役
員
と
保
険
診
療
対
策
部
員

参
加
対
象

医
科
会
員（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
パ
ス
コ
ー
ド
等
は
、
事
前
に
お
送
り
す
る

テ
キ
ス
ト
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
郵
便
事
情

の
関
係
で
発
送
か
ら
到
着
ま
で
に
１
週
間
近
く
か
か
る

事
例
も
生
じ
て
い
ま
す
。
早
め
の
お
申
込
み
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
資
料
は
１
部
お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
必
要
な
方
は

後
日
お
知
ら
せ
す
る
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

※
次
回
開
催
は
５
月
の
予
定
で
す
。
お
申
込
み
等
は
開
催

月
の
前
月
（
４
月
）
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
開
業
１
年
以
上
で
参
加
を
希
望
す
る
方
は
個
別
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
保
険
診
療
対
策
部

第
６４１

回

月

例

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
片
頭
痛
の
最
新
治
療

―
令
和
時
代
の
新
た
な
展
開
―
」

講
　
師  （
一
社
）
熊
本
県
保
険
医
協
会

会
長

　
　
　
　
済
生
会
熊
本
病
院

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
特
別
顧
問

橋
本　

洋
一
郎
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ
「
３０
（
頭
痛
）」１
・
５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

※
講
師
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
講
演
予
定
で
す
。

お
申
込
み
　
研
究
部

2月18日
～2月26日

２
月
１８
日
（
水
）

医
療
費
相
談
室
１４
時
。
医
療

運
動
部
会
１９
時
３０
分
。

２
月
１９
日
（
木
）

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
研
究
会
１９
時
。
歯

科
保
険
診
療
対
策
部
会
１９

時
。
月
例
研
究
会
１９
時
３０
分
。

２
月
２２
日
（
日
）

確
定
申
告
無
料
個
別
相
談
会

１０
時
。

２
月
２４
日
（
火
）

横
須
賀
支
部
幹
事
会
・
新
年

会
１９
時
１５
分
。
総
務
部
会
１９

時
３０
分
。

２
月
２５
日
（
水
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。
横
浜

支
部
幹
事
会
１９
時
３０
分
。

２
月
２６
日
（
木
）

ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
１４
時
。

第
１２
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※
《
重
要
》
神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
Ｃ
Ｃ
）
の
単

位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、
①
性
別
、
②
医
籍
登
録
番
号
、
③
（
医
師
会
会
員

の
場
合
は
）
所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
（
２５
年
４
月
よ
り

変
更
）。
未
入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、
単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い

か
ね
ま
す
）。
な
お
、
会
場
参
加
の
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記

載
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
単
位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
参
加
時
間

が
単
位
取
得
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ご
参
加
下
さ
い
。

3月17日(火)午後7時15分～ 3月14日(土)午後6時～

新

漢

方

研

究

会

～
漢
方
薬
を
学
ぼ
う
～

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
呼
吸
器
感
染
症
に
使
え
る

漢
方
薬
」

講
　
師
　
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
・
東
海
大
学
医
学
部

　
　
　
　
客
員
教
授

新
井　

信
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
８３
（
相
補
・
代
替
医
療〈
漢

方
医
療
を
含
む
〉）」１
・
５
単
位
申
請
中

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
左
記
《
重
要
》
参
照
）】

※
後
日
の
動
画
配
信
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

共
　
催
　
神
奈
川
県
保
険
医
協
会
／
㈱
ツ
ム
ラ

お
申
込
み
　
研
究
部

臨

床

懇

話

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「『
胃
内
視
鏡
検
査
の
診
方
』

―
誰
も
が
理
解
で
き
る
写
真

の
撮
り
方
と
胃
癌
早
期
発
見

の
た
め
に
―
」

講
　
師
　
上
大
岡
Ｔ
Ｍ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
院
長

髙
橋　

徹
也
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
５３（
腹
痛
）」１
単
位
申
請
中

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
左
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部
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（左上から）県議会議員・高橋栄一（左上から）県議会議員・高橋栄一
郎氏、同・須田幸平氏、同・作山郎氏、同・須田幸平氏、同・作山
友祐氏、同・佐藤知一氏、同・小友祐氏、同・佐藤知一氏、同・小
川久仁子氏、同・首藤天信氏、同・川久仁子氏、同・首藤天信氏、同・
青木マキ氏、同・井坂新哉氏、同・青木マキ氏、同・井坂新哉氏、同・
大山奈々子氏、前参議院議員・水大山奈々子氏、前参議院議員・水
野素子氏野素子氏

牧
山
牧
山
弘
惠
弘
惠
議
員
（
参
）

議
員
（
参
）

山
崎
誠
議
員
（
衆
）

山
崎
誠
議
員
（
衆
）

（左上から）横浜市青葉区医師会・（左上から）横浜市青葉区医師会・
山本俊夫会長、横浜市旭区医師会・山本俊夫会長、横浜市旭区医師会・
岡田孝弘会長、横浜市泉区医師会・岡田孝弘会長、横浜市泉区医師会・
渡邉豊彦会長、横浜市金沢区医師渡邉豊彦会長、横浜市金沢区医師
会・河合敏会長、横浜市港南区医師会・河合敏会長、横浜市港南区医師
会・木村剛爾副会長、横浜市港北区会・木村剛爾副会長、横浜市港北区
医師会・鈴木悦朗会長、横浜市栄区医師会・鈴木悦朗会長、横浜市栄区
医師会・木村貴純副会長、横浜市都医師会・木村貴純副会長、横浜市都
筑区医師会・深澤立会長、横浜市中筑区医師会・深澤立会長、横浜市中

区医師会・秋山修一会長、横浜市南区医師会・菊地紫区医師会・秋山修一会長、横浜市南区医師会・菊地紫
津子副会長、横浜市保土ケ谷区歯科医師会・嶺岸克彦津子副会長、横浜市保土ケ谷区歯科医師会・嶺岸克彦
会長、神奈川県民主医療機関連合会・野末浩之会長、会長、神奈川県民主医療機関連合会・野末浩之会長、
神奈川県精神神経科診療所協会・赤塚英則会長神奈川県精神神経科診療所協会・赤塚英則会長

来
賓
一
覧

来
賓
一
覧

多
く
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

多
く
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

来
賓
一
覧

来
賓
一
覧

多
く
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

多
く
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

横浜市医師会・戸塚武和会長と川崎市横浜市医師会・戸塚武和会長と川崎市
医師会・岡野敏明会長からの生花医師会・岡野敏明会長からの生花

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
国
会
議
員

〈
衆
議
院
議
員
〉

【
自
由
民
主
党
】
小
泉
進
次
郎
、

鈴
木
馨
祐
、
山
際
大
志
郎
、
牧

島
か
れ
ん
、
中
西
健
治
、
草
間

剛
、
【
中
道
改
革
連
合
】
早
稲

田
夕
季
、
中
谷
一
馬
、
太
栄
志
、

新年会新年会

木
村
貴
純
、
横
浜
市
都
筑
区
医

師
会
会
長
・
深
澤
立
、
横
浜
市

中
区
医
師
会
会
長
・
秋
山
修
一
、

横
浜
市
南
区
医
師
会
副
会
長
・

菊
地
紫
津
子
、
大
学
区
医
師
会

会
長
・
遠
藤
格

◆
歯
科
医
師
会

横
浜
市
歯
科
医
師
会
会
長
・
佐

藤
信
二
、
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区

歯
科
医
師
会
会
長
・
嶺
岸
克
彦

◆
医
学
会
・
医
療
関
係
団
体

神
奈
川
県
臨
床
外
科
医
学
会
会

長
・
遠
藤
格
、
神
奈
川
県
薬
剤

師
会
会
長
・
長
津
雅
則
、
神
奈

川
県
栄
養
士
会
会
長
・
西
宮
弘

之
、
神
奈
川
県
理
学
療
法
士
会

理
事
・
相
馬
光
一
、
神
奈
川
県

作
業
療
法
士
会
会
長
・
神
保
武

則
、
神
奈
川
県
民
主
医
療
機
関

連
合
会
会
長
・
野
末
浩
之
、
神

奈
川
県
精
神
神
経
科
診
療
所
協

会
会
長
・
赤
塚
英
則

◆
友
誼
団
体

神
奈
川
県
建
設
連
合
国
民
健
康

保
険
組
合
副
理
事
長
・
今
井
紀

好
、
神
奈
川
県
建
設
労
働
組
合

連
合
会
書
記
次
長
・
内
藤
賢
介
、

神
奈
川
県
原
爆
被
災
者
の
会
会

長
・
丸
山
進
、
神
奈
川
県
高
齢

期
運
動
連
絡
会
事
務
局
長
・
伍

淑
子
、
神
奈
川
県
社
会
保
障
推

進
協
議
会
事
務
局
長
・
根
本
隆
、

神
奈
川
県
労
働
組
合
総
連
合
事

務
局
長
・
山
田
浩
文
、
神
奈
川

自
治
体
問
題
研
究
所
事
務
局

長
・
渡
部
俊
雄
、
神
奈
川
税
経

新
人
会
会
長
・
田
添
正
寿
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
が
わ
総
合
政
策

研
究
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
・
山

崎
圭
一
、
川
崎
公
害
病
患
者
と

家
族
の
会
会
長
・
丹
操
、
同
会

大
気
裁
判
神
奈
川
原
告
団
副
団

長
・
金
谷
和
夫
、
全
日
本
年
金

者
組
合
神
奈
川
県
本
部
書
記

長
・
下
田
繁
夫
、
日
本
自
治
体

労
働
組
合
総
連
合
神
奈
川
県
本

部
執
行
委
員
長
・
倉
形
洋
一
、

横
浜
市
従
業
員
労
働
組
合
福
祉

衛
生
支
部
支
部
長
・
石
原
昭
彦
、

横
浜
市
社
会
保
障
推
進
協
議
会

事
務
局
長
・
佐
藤
長
世

◆
顧
問

稲
葉
税
理
士
事
務
所
税
理
士
・

稲
葉
啓
、
社
会
保
険
労
務
士
法

人
Ｈ
Ｒ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
社
会
保
険
労
務
士
・
菅
原
由

紀
、
税
理
士
法
人
コ
ン
フ
ィ
ア

ン
ス
税
理
士
・
益
子
道
子
、
馬

車
道
法
律
事
務
所
弁
護
士
・
佐

伯
剛
、
同
事
務
所
弁
護
士
・
小

賀
坂
徹
、
同
事
務
所
弁
護
士
・

黒
澤
知
弘
、
同
事
務
所
弁
護
士
・

石
畑
晶
彦
、
同
事
務
所
弁
護
士
・

中
込
竜
司
、
同
事
務
所
弁
護
士
・

菊
池
遼
、
法
律
事
務
所
ク
レ
イ

ン
弁
護
士
・
大
野
美
樹

◆
生
命
保
険
会
社

大
樹
生
命
保
険
㈱
公
共
・
広
域

法
人
営
業
部
グ
ル
ー
プ
長
・
塩

澤
利
文
、
同
社
公
共
・
広
域
法

人
営
業
部
法
人
営
業
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
・
髙
橋
真
帆
、
明
治
安
田

生
命
保
険

（相）（相）
公
法
人
第
四
部
法

人
営
業
部
長
・
脇
屋
奈
央
子
、

同
社
法
人
営
業
第
一
部
法
人
営

業
課
長
・
武
田
英
俊
、
富
国
生

命
保
険

（相）（相）
業
務
部
部
長
・
鬼
澤

英
生
、
同
社
業
務
部
専
任
副
部

長
・
伊
藤
肇
、
同
社
業
務
部
課

来
賓
来
賓

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
国
会
議
員

◆
国
会
議
員

〈
衆
議
院
議
員
〉

〈
衆
議
院
議
員
〉

【
中
道
改
革
連
合
】
山
崎
誠

【
中
道
改
革
連
合
】
山
崎
誠

〈
参
議
院
議
員
〉

〈
参
議
院
議
員
〉

【
立
憲
民
主
党
】
牧
山
弘
惠

【
立
憲
民
主
党
】
牧
山
弘
惠

〈
衆
議
院
議
員
代
理
〉

〈
衆
議
院
議
員
代
理
〉

【
自
由
民
主
党
】
坂
井
学
、
鈴

【
自
由
民
主
党
】
坂
井
学
、
鈴

木
馨
祐
、
中
西
健
治
、
【
中
道

木
馨
祐
、
中
西
健
治
、
【
中
道

改
革
連
合
】
篠
原
豪
、
中
谷
一

改
革
連
合
】
篠
原
豪
、
中
谷
一

馬
、
有
田
芳
生
、
宗
野
創
、【
国

馬
、
有
田
芳
生
、
宗
野
創
、【
国

民
民
主
党
】
西
岡
義
高
、
【
日

民
民
主
党
】
西
岡
義
高
、
【
日

本
共
産
党
】
志
位
和
夫

本
共
産
党
】
志
位
和
夫

〈
参
議
院
議
員
代
理
〉

〈
参
議
院
議
員
代
理
〉

【
自
由
民
主
党
】
浅
尾
慶
一
郎
、

【
自
由
民
主
党
】
浅
尾
慶
一
郎
、

脇
雅
昭
、
【
日
本
共
産
党
】
小

脇
雅
昭
、
【
日
本
共
産
党
】
小

池
晃
池
晃

〈
前
参
議
院
議
員
〉

〈
前
参
議
院
議
員
〉

【
立
憲
民
主
党
】
水
野
素
子

【
立
憲
民
主
党
】
水
野
素
子

◆
県
議
会
議
員

◆
県
議
会
議
員

【
自
由
民
主
党
神
奈
川
県
議
会

【
自
由
民
主
党
神
奈
川
県
議
会

議
員
団
】
高
橋
栄
一
郎
、
【
立

議
員
団
】
高
橋
栄
一
郎
、
【
立

憲
民
主
党
・
か
な
が
わ
ク
ラ
ブ

憲
民
主
党
・
か
な
が
わ
ク
ラ
ブ

長
・
大
浦
美
紀
、
太
陽
生
命
保

険
㈱
公
法
人
部
部
長
代
理
・
渡

部
秀
明
、
同
社
公
法
人
部
推
進

役
・
山
本
清
一
、
第
一
生
命
保

険
㈱
広
域
法
人
営
業
部
部
長
／

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
中

山
真
理
子
、
同
社
広
域
法
人
営

業
部
第
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

フ
・
須
田
千
尋

◆
業
者
・
メ
ー
カ
ー

興
和
㈱
チ
ー
フ
・
大
山
正
司
、

㈱
ツ
ム
ラ
横
浜
第
一
営
業
所
所

長
・
石
垣
裕
也
、
同
社
厚
木
営

業
所
所
長
・
小
川
晋
、
同
社
横

浜
第
三
営
業
所
所
長
・
花
田
雄

二
、
大
塚
製
薬
㈱
首
都
圏
第
二

支
店
所
長
・
奥
田
泰
裕
、
神
奈

川
県
医
師
信
用
組
合
常
勤
理

事
・
北
嶋
正
輝
、
㈱
神
奈
川
機

関
紙
印
刷
所
・
大
川
行
人
、
㈲

ホ
テ
イ
産
業
研
究
所
代
表
取
締

役
・
白
石
工

神
奈
川
県
議
会
議
員
団
】
須
田

幸
平
、
菅
原
暉
人
、
【
か
な
が

わ
未
来
神
奈
川
県
議
会
議
員

団
】
作
山
友
祐
、
【
日
本
維
新

の
会
神
奈
川
県
議
会
議
員
団
】

佐
藤
知
一
、
【
県
政
会
・
立
憲

民
主
神
奈
川
ネ
ッ
ト
神
奈
川
県

議
会
議
員
団
】
小
川
久
仁
子
、

首
藤
天
信
、
青
木
マ
キ
、
【
日

本
共
産
党
神
奈
川
県
議
会
議
員

団
】
井
坂
新
哉
、
大
山
奈
々
子

◆
医
師
会

横
浜
市
医
師
会
副
会
長
・
赤
羽

重
樹
、
横
須
賀
市
医
師
会
会
長
・

髙
宮
光
、
小
田
原
医
師
会
副
会

長
・
武
井
和
夫
、
横
浜
市
青
葉

区
医
師
会
会
長
・
山
本
俊
夫
、

横
浜
市
旭
区
医
師
会
会
長
・
岡

田
孝
弘
、
横
浜
市
泉
区
医
師
会

会
長
・
渡
邉
豊
彦
、
横
浜
市
金

沢
区
医
師
会
会
長
・
河
合
敏
、

横
浜
市
港
南
区
医
師
会
副
会

長
・
木
村
剛
爾
、
横
浜
市
港
北

区
医
師
会
会
長
・
鈴
木
悦
朗
、

横
浜
市
栄
区
医
師
会
副
会
長
・

大
塚
小
百
合
、
長
友
克
洋

〈
参
議
院
議
員
〉

【
自
由
民
主
党
】浅
尾
慶
一
郎
、

脇
雅
昭
、
【
国
民
民
主
党
】
籠

島
彰
宏
、
【
立
憲
民
主
党
】
牧

山
弘
惠
、
【
参
政
党
】
初
鹿
野

裕
樹
、
【
社
会
民
主
党
】
福
島

瑞
穂

〈
前
参
議
院
議
員
〉

【
公
明
党
】
佐
々
木
さ
や
か

◆
県
議
会
議
員

か
な
が
わ
未
来
神
奈
川
県
議
会

議
員
団
、
日
本
維
新
の
会
神
奈

川
県
議
会
議
員
団
、
立
憲
民
主

党
・
か
な
が
わ
ク
ラ
ブ
神
奈
川

県
議
会
議
員
団
県
議
会
議
員
・

寺
崎
雄
介
、
県
政
会
・
立
憲
民

主
神
奈
川
ネ
ッ
ト
神
奈
川
県
議

会
議
員
団
県
議
会
議
員
・
首
藤

天
信

◆
自
治
体
首
長

相
模
原
市
長
・
本
村
賢
太
郎
、

相
模
原
市
長
・
本
村
賢
太
郎
、

平
塚
市
長
・
落
合
克
宏
、
小
田

平
塚
市
長
・
落
合
克
宏
、
小
田

原
市
長
・
加
藤
憲
一
、
茅
ヶ
崎

原
市
長
・
加
藤
憲
一
、
茅
ヶ
崎

市
長
・
佐
藤
光
、
秦
野
市
長
・

市
長
・
佐
藤
光
、
秦
野
市
長
・

高
橋
昌
和
、
厚
木
市
長
・
山
口

高
橋
昌
和
、
厚
木
市
長
・
山
口

貴
裕
、大
和
市
長
・
古
谷
田
力
、

貴
裕
、大
和
市
長
・
古
谷
田
力
、

伊
勢
原
市
長
・
萩
原
鉄
也
、
海

伊
勢
原
市
長
・
萩
原
鉄
也
、
海

老
名
市
長
・
内
野
優
、
座
間
市

老
名
市
長
・
内
野
優
、
座
間
市

長
・
佐
藤
弥
斗
、
綾
瀬
市
長
・

長
・
佐
藤
弥
斗
、
綾
瀬
市
長
・

橘
川
佳
彦
、
葉
山
町
長
・
山
梨

橘
川
佳
彦
、
葉
山
町
長
・
山
梨

崇
仁
、寒
川
町
長
・
木
村
俊
雄
、

崇
仁
、寒
川
町
長
・
木
村
俊
雄
、

松
田
町
長
・
本
山
博
幸
、
山
北

松
田
町
長
・
本
山
博
幸
、
山
北

町
長
・
湯
川
裕
司
、
箱
根
町
長
・

町
長
・
湯
川
裕
司
、
箱
根
町
長
・

勝
俣
浩
行

勝
俣
浩
行

◆
医
師
会

◆
医
師
会

横
浜
市
磯
子
区
医
師
会
会
長
・

横
浜
市
磯
子
区
医
師
会
会
長
・

小
野
慎
也
、
宮
前
区
医
師
会
会

小
野
慎
也
、
宮
前
区
医
師
会
会

長
・
中
田
雅
弘

長
・
中
田
雅
弘

◆
医
療
関
係
団
体

◆
医
療
関
係
団
体

神
奈
川
県
病
院
協
会
会
長
・
吉

神
奈
川
県
病
院
協
会
会
長
・
吉

田
勝
明

田
勝
明

◆
生
命
保
険
会
社

◆
生
命
保
険
会
社

明
治
安
田
生
命
保
険

明
治
安
田
生
命
保
険

（相）（相）
取
締
役

取
締
役

代
表
執
行
役
社
長
・
永
島
英
器

代
表
執
行
役
社
長
・
永
島
英
器

生
花
生
花
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

横
浜
市
医
師
会
会
長
・
戸
塚
武

横
浜
市
医
師
会
会
長
・
戸
塚
武

和
、
川
崎
市
医
師
会
会
長
・
岡

和
、
川
崎
市
医
師
会
会
長
・
岡

野
敏
明

野
敏
明

 

※
肩
書
は
１
月

※
肩
書
は
１
月
２０２０
日
時
点

日
時
点
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